
 

 

 

 

 

 

 

グローバル探究Ⅰ（1年）の取組 「大阪リサーチ」８月１日（火）～２日（水） 

SGH事業のテーマである「食を活かした地域創生」モデルの作成の取組をさらに発展させるた

めに、１年生 19名が大阪リサーチにいってきました。 

 

【１日目の訪問場所】①高知県大阪事務所 

高知県大阪事務所の事業内容は、県外企業の誘致、U・I・J

ターン及び移住の促進、新需要開拓マ 

ーケティング、観光プロモーションなどです。 

 事務所の取組を詳しく聞き、人口減少や専業農家戸数の減

少、龍馬伝によって増加した観光客数の維持などが課題とし

て見えてきました。 

【生徒の感想】 

「高知県の強みである自然や農業を生かした地域創生案を

考える必要があると思いました。」 

 

②サントリー グローバルイノベーションセンター 

 サントリー創業者鳥井信治郎の「やってみなはれ精神」

を受け継ぎ、さまざまな研究開発をおこなっているグロー

バルイノベーションセンターに訪問しました。サントリー

の企業理念や開発に関するお話を聞き、生徒は熱心にメモ

をとり質問をしていました。 

【生徒の感想】 

「自分の好きなことを見つけてそれを仕事にできたら、

やりがいを持って楽しんで働くことができると思いまし

た。」 

【２日目の訪問先】 

③大阪大学 
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 今年５月に本校で講演をしていただいた大阪大学法学部教授の北村亘先生から、豊富な統計資

料やグラフを用いて高知県の現状と課題についての講義をしていただきました。地域創生案をよ

り理論的なものにするために、根拠となるデータを提示することの重要性を学びました。 

【生徒の感想】 

「講義を聞いて、高知県の課題が浮き彫りとなった。そして、いま高知県の課題を解決するため

には何をすべきか、自分たちで考えようとする意識が高まった。」 

 

④駐大阪・神戸米国総領事館 

 

 広報担当領事のブルック・スペルマン氏から、海外留学

の利点についての講義がありました。その後、生徒は、高

知県を紹介するための「お題」をその場で与えられ、お題

について英語でプレゼン発表を行いました。海外に視野を

広げることや、友人をたくさん作って人脈を広げておくこ

との重要性を学びました。 

 

 

 【生徒の感想】 

「外観だけを見ると警備がすごくてとても怖かったけれど、中に入ると意外とそうでもなくて楽し

くスペルマンさんの話を聞くことができた。アメリカ人は真面目な話をするときにもジョークを交

えて話をすることが一般的であるということが意外だった。」 

 

「県内リサーチ」８月２３日（水） 

高知県内企業の取り組みを通して、高知県の社会課題や地域活性化の手法及び成功要因を学

び、２学期からの地域創生モデル案の参考にする目的で県内１３か所に訪問学習を行いました。 

１－１H（訪問先：(株)四万十ドラマ） 

１－２H（訪問先：梼原町役場、集落活動センター「はつせ」） 

１－３H（訪問先：澁谷食品（株）、日高わのわ会、(有)高知アイス） 

１－４H（訪問先：企画・ど久礼もん企業組合、四万十とまと(株)） 

１－５H（訪問先：JA馬路村、(株)エコアス馬路村） 

１－６H（訪問先：(株)四国銀行、ひまわり乳業(株)） 

１－７H（訪問先：JA土佐れいほく、旭食品(株)） 

 

【リサーチ活動の様子】 

四万十ドラマ         梼原町役場        日高わのわ会 

 

 

 

 

 

 

 



ど久礼もん企業組合      エコアス馬路村        JA馬路村 

 

 

 

 

 

 

 

     

ひまわり乳業(株)      (有)高知アイス      四万十とまと（株） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(株)四国銀行           旭食品(株) 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の感想その１】 

「四万十ドラマだけでも、モンブラン、紅茶、お茶、栗の渋皮煮など、たくさんの商品を生

産・販売していました。お茶だけでも多くの種類があるということを知りました。もっとたくさ

んのことを知った上で県内リサーチを行い、内容をより深めていかなければならないと改めて思

いました。」 

 

【生徒の感想その２】 

「四国銀行とひまわり乳業のことについて、六次産業とどう関わっているのか、考え直すこと

ができました。四国銀行は六次産業と関わりがないと思いっていたのですが、顧客の中に六次産

業を始める人がいたらその人にお金を貸すのも銀行ということです。海外に出たい企業にも最大

限協力をしていました。ひまわり乳業も六次産業を実践していて、「仕事は楽しく」をモットーに

社員の皆さんも楽しそうに仕事をしていました。」 

 


